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全
日
本
仏
教
会
会
長

春見会長

　
麗
わ
し
き
新
年
を
迎
え
、
心
か
ら
慶
賀
の
意
を
表

し
、
各
位
の
御
健
勝
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
内
外

の
諸
情
勢
に
対
し
、
仏
教
徒
と
し
て
、
誤
り
な
き
を

期
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
本
会
が
昭
和
五
十
七
年
よ
り
復
興
計
画

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
釈
尊
御
生
誕
の
地
、
ネ
パ

ー
ル
王
国
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
お
い
て
、
マ
ヤ
堂
修
復
工

　
　
　
　
　
春
見
　
文
勝

事
の
起
工
式
を
挙
行
し
、
い
よ
い
よ
復
興
事
業
も
具

体
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
世
界
の
仏
教
徒
か
ら
注

目
さ
れ
て
お
り
ま
す
マ
ヤ
堂
を
、
日
本
の
仏
教
徒
の

手
で
修
復
す
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
釈
尊
の
法
を
嗣

ぐ
仏
教
徒
と
し
て
感
慨
に
た
え
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業

を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
諸
大
徳
の
御
協
力
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
今
日
、
仏
教
界
を
は
じ
め
、
宗
教
界
で
は
、
国
内

外
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
諸
問
題
が
続
発
し
て
お

り
、
宗
教
界
に
対
し
て
、
期
待
の
声
が
年
々
強
ま
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
、
社
会
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
全
一
仏
教
運
動
を
盛
り
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

　
私
は
、
入
十
六
歳
と
高
齢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全

日
本
仏
教
会
の
発
展
に
対
し
、
老
骨
に
鞭
打
っ
て
頑

張
り
た
い
と
意
を
新
た
に
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し
、
新
春
の
御
挨
拶

と
致
し
ま
す
。
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学爵離轟
　　　　　憲il海誓

全
日
本
仏
教
会
理
事
長
白
川
　
良
純

白川理事長

　
謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
加
盟
の
教
団
、
地
方
仏
教
会
、
関
係
団
体
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
、
ご
支
援
に
よ
り
、
お
陰
を
も
っ
て
無

事
、
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
ご

同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
平
成
の
年
も
、
早
や
第
三
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
一
昨
年
来
の
世
界
の
変
り
よ
う
は
、

筆
舌
に
も
尽
し
難
い
ほ
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ま
ま
進
め
ば
、
世
界
が
一
体
と
な
っ
て
、
新

し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
っ
た
矢

先
に
、
突
然
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
入
し
、
世

界
の
反
逆
児
と
な
っ
て
も
己
が
意
志
を
通
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
い
か
に
平
和
を
保
と
う
と
し
て
も
、
一

発
の
銃
声
に
よ
っ
て
脆
く
も
破
ち
れ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
を
痛
感
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
の
武
力
の
行
使
を
避
け
、
平
和
裏
に
解

決
し
て
、
安
定
し
た
、
新
し
い
世
界
の
秩
序
を
打
ち

立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
仏
教
界
に
お
い
て
も
、
小
異
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
、

争
い
に
明
け
暮
れ
す
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
る
出
発

を
す
る
心
構
え
を
も
っ
て
全
一
仏
教
運
動
を
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

　
「
全
日
本
仏
教
会
」
の
責
任
も
ま
す
ま
す
重
大
な

こ
と
に
な
っ
て
来
た
と
痛
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
今
や
世
界
的
に
も
諸
宗
教
の
融
合
が
説
か
れ
、

宗
教
の
多
元
主
義
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
宗
教
ほ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
を

も
っ
て
、
儀
式
や
服
装
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
確
固
た

る
信
念
を
も
っ
て
独
自
性
を
発
揮
し
て
い
る
も
の
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
の
よ
う
に
価
値
観
が
多

様
化
し
て
来
ま
す
と
、
信
仰
は
内
心
に
深
く
蓄
え
、

お
互
に
他
の
立
場
を
認
め
て
、
共
存
共
栄
を
計
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
、
人
類
そ
の
も
の
の
存
在
も
危
う
く

な
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
十
分
ご
考
慮
の

上
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
祈
念
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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s
の

　
本
会
主
催
の
第
十
回
同
和
研
修
会
が
、
昨
年
十
一

月
十
六
、
十
七
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
浄
土
宗
総
本

山
知
恩
院
の
和
順
会
館
を
会
場
に
、
加
盟
の
各
宗

派
、
都
道
府
県
仏
教
会
か
ら
関
係
者
約
芸
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
研
修
会
は
、
国
連
が
定

め
た
国
際
識
字
年
に
あ
た
る
事
を
記
念
し
、
「
仏
教

徒
の
行
動
－
人
間
解
放
の
社
会
を
め
ざ
し
て
一
」
を

テ
ー
マ
に
、
識
字
と
部
落
差
別
の
問
題
を
中
心
に
研

修
を
行
っ
た
。

熱心に講演を聞く参加者

和
順
会
館
で

　
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
、
和
順
会
館
大
ホ
ー
ル
で

開
会
式
が
行
わ
れ
た
。

　
斎
藤
同
和
推
進
部
長
の
司
会
で
、
ま
ず
参
加
者
全

員
に
よ
る
三
帰
依
文
唱
和
。
つ
づ
い
て
本
会
の
白
川

良
純
理
事
長
が
開
会
の
辞
、
会
場
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
知
恩
院
を
代
表
し
て
、
加
藤
翌
翌
知
恩
院
三

門
修
理
局
部
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
二

日
間
の
日
程
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
開
会
式
を
終
了
し
た
。

　
引
き
つ
づ
き
研
修
に
入
り
、
ビ
デ
オ
を
上
映
。
昨

年
三
月
末
に
、
N
H
K
で
T
V
放
映
さ
れ
た
識
字
教

育
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
文
字
を
お
ぼ
え
て
夕
焼
け

が
美
し
い
1
人
間
解
放
と
識
字
－
』
を
鑑
賞
。
日
本

に
お
け
る
識
字
学
習
活
動
の
状
況
と
、
そ
こ
に
登
場

す
る
識
字
学
習
者
が
語
る
、
自
分
自
身
の
被
差
別
体

験
談
に
、
参
加
者
か
ら
は
「
日
本
に
識
字
問
題
が
あ

る
事
を
始
め
て
知
っ
た
」
と
い
う
驚
き
の
声
が
聞
か

れ
た
。

　
〈
基
調
講
演
A
＞

　
ビ
デ
オ
の
上
映
に
つ
づ
き
、
本
番
組
の
製
作
者
で

あ
る
、
N
H
K
解
説
委
員
の
福
田
雅
子
氏
が
、
「
人

間
解
放
と
識
字
」
の
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
を
行
っ

た
。
福
田
氏
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
製
作
の
経

緯
か
ら
、
日
本
に
は
少
く
と
も
三
百
万
人
は
い
る
と

推
定
さ
れ
る
非
識
字
者
、
そ
れ
に
全
国
で
六
千
学
級

に
お
よ
ぶ
と
さ
れ
る
識
字
学
級
へ
通
う
人
々
の
内

で
、
取
材
時
に
出
会
っ
た
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、

話
を
す
す
め
た
。
そ
の
一
人
が
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ

た
、
七
十
の
手
習
い
か
ら
「
文
字
を
お
ぼ
え
て
夕
焼

け
が
美
し
い
」
と
の
手
紙
を
つ
づ
っ
た
北
代
色
さ
ん

で
あ
る
。

　
日
本
に
は
長
年
に
わ
た
る
差
別
に
よ
っ
て
、
文
字

を
奪
わ
れ
て
き
た
被
差
別
部
落
の
人
々
が
い
る
。
ま

た
戦
時
中
の
日
本
の
植
民
地
政
策
で
、
そ
の
土
地
を

奪
わ
れ
、
強
制
労
働
の
た
め
に
日
本
に
連
れ
て
こ
ら

れ
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
そ
し
て
戦
災
孤
児
と
な

り
教
育
を
受
け
る
機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
が

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
識
字
学
級
と
い
う
場
を
得

て
、
文
字
を
奪
わ
れ
て
き
た
、
そ
の
苦
し
み
を
今
ま

さ
に
乗
り
越
え
よ
う
と
、
砂
漠
の
砂
が
水
を
吸
い
取

る
よ
う
に
、
一
字
一
句
聞
き
漏
ら
さ
じ
と
学
習
を
つ

づ
け
て
い
る
。

　
福
田
氏
は
最
後
に
、
こ
の
取
材
を
通
し
て
、
本
当

の
教
育
と
は
何
か
と
い
う
事
を
、
こ
れ
ら
の
文
字
を

奪
わ
れ
た
人
々
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
思
い
が
す

る
と
話
を
結
ん
だ
。

　
〈
基
調
講
演
B
＞

　
つ
づ
い
て
午
後
四
時
三
十
分
か
ら
、
浄
土
宗
同
和

一4一

　　一　　　　＝　一一　♂　旺騨r｝翫　　rゴ　　　、

　碗一



1991年1月1日仏全

推
進
事
務
局
参
与
の
蓮
池
湿
性
師
が
、
「
識
字
学
級

に
か
か
わ
っ
て
き
た
中
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。　
蓮
池
師
は
ご
自
身
が
、
識
字
学
級
に
実
際
関
っ
て

き
た
体
験
を
基
に
、
識
字
運
動
の
歴
史
に
ふ
れ
、
そ

し
て
私
た
ち
仏
教
者
が
識
字
問
題
に
対
し
、
決
し
て

無
関
係
で
は
な
い
事
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
一
九
六
三
年
に
、
福
岡
県
行
橋
市
と
京
都
郡
で
、

よ
り
強
力
な
部
落
解
放
運
動
を
進
め
る
た
め
、
「
部

落
解
放
同
盟
綱
領
」
の
幹
部
学
習
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
活
動
家
が
文
字
を
読
め
な
い
と
い
う

深
刻
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
識
字
運

動
へ
の
取
り
組
み
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
今
日
、
仏
教
界
で
差
別
戒
名
の
問
題
が
起

き
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て
識
字
と
無
関
係
で
あ
り
え基調講演Aの福田雅子氏

な
い
。
つ
ま
り
そ
の
背
景
に
は
識
字
学
級
と
い
う
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
が
提
起
の
発
端
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
差
別
戒
名
の
問
題
は
、
私
た
ち

仏
教
者
に
と
っ
て
識
字
運
動
と
切
り
は
な
す
事
の
で

き
な
い
課
題
で
あ
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
蓮
池
師
は
、
黒
板
を
使
っ
て
、
識

字
学
級
で
実
際
に
行
っ
て
き
た
授
業
を
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
身
振
り
を
交
え
な
が
ら
再
現
し
た
。
識
字
活
動

の
現
場
に
お
け
る
生
の
話
を
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

　
第
一
日
目
の
分
散
会
は
、
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
、
会
館
内
の
入
会
場
に
分
れ
て
行
わ
れ
た
。
今
回

の
研
修
会
で
は
、
各
界
散
会
の
定
員
は
壁
間
前
後
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
活
発

な
意
見
交
換
が
あ
っ
た
。

基調講演Bの蓮池瑞旭師

　
分
散
会
で
は
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
か
ら
始
ま

り
、
基
調
講
演
の
内
容
を
基
と
し
、
①
識
字
問
題
を

ど
う
認
識
す
る
か
、
②
識
字
問
題
と
部
落
差
別
問

題
、
③
仏
教
者
（
宗
教
者
）
と
識
字
問
題
、
④
自
己

の
課
題
と
し
て
ど
う
捉
え
る
か
、
の
四
点
を
中
心
に

研
修
を
行
っ
た
。

　
こ
の
日
、
分
散
会
は
午
後
八
時
三
十
分
す
ぎ
ま
で

行
わ
れ
た
後
、
参
加
者
に
よ
る
懇
親
会
が
あ
り
、
第

一
日
目
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
第
二
日
目
の
十
七
日
は
、
朝
の
お
つ
と
め
、
朝
食

の
後
、
午
前
九
時
か
ら
分
散
会
を
再
会
。
各
分
散
会

で
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
、
伊
東
俊
彦
同
和
委
員
会
副
委
員

長
、
松
谷
了
秀
真
宗
大
谷
派
同
和
推
進
本
部
委
員
両

師
の
司
会
で
、
基
調
講
演
の
講
師
を
努
め
た
福
田
、

蓮
池
の
両
氏
が
助
言
者
と
な
り
、
全
体
会
が
行
わ
れ
た
。

　
最
初
に
、
各
分
散
会
の
討
議
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
者
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
次
に
助
言
者
が
コ
メ
ン

ト
を
行
い
、
引
き
つ
づ
い
て
参
加
者
と
の
間
で
、
質

疑
応
答
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
報
告
に
よ
れ
ば
、
同
和
問
題
と
識
字
の
関
係
を
、

初
め
て
知
っ
た
と
い
う
人
が
大
部
分
で
あ
り
、
識
字

問
題
が
今
回
の
研
修
会
で
提
起
さ
れ
た
事
に
よ
り
、

仏
教
者
に
よ
る
新
た
な
活
動
へ
と
発
展
す
る
事
が
期

待
さ
れ
る
。

　
最
後
に
、
本
会
の
剛
山
財
務
部
長
が
閉
会
の
辞
を

述
べ
、
二
日
間
に
わ
た
る
全
日
程
を
終
了
し
た
。

一5一
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仏全1991年1月1日

曹
洞
宗
宗
務
庁

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

真
宗
大
谷
派

浄
土
宗
宗
務
庁

管
　
　
長
梅
田
信
隆
宗
務
総
長
藏
　
山
　
光
　
堂

総
　
　
長
藤
音
晃
祐

宗
務
総
長
細
　
川
　
信
　
元

浄
土
門
主
　
　
藤
　
　
井
　
　
膨
貝
　
　
回
心
宗
務
総
長
大
　
田
　
秀
　
三

参
　
　
前
田
　
十
哲
崖
参
　
　
外
型
　
田
　
巳
　
成

総
　
　
務
松
村
　
了
　
昌

参
　
　
務
上
野
　
　
　
諦

総
務
局
長
吉
　
田
　
昭
　
柄
教
学
局
長
牧
　
　
　
達
雄

教
学
部
長
来
　
馬
　
規
　
雄
総
務
部
長
細
　
川
　
祐
　
藻
財
務
部
長
山
　
崎
　
正
　
道
伝
道
部
長
三
　
宅
　
心
　
戒
教
化
部
長
石
　
塚
　
良
　
光
門
出
版
部
長
本
　
田
　
兼
　
康
人
事
部
長
佐
々
木
　
孝
　
一

同
　
　
酒
　
生
　
文
彦
同
　
　
爪
　
田
　
一
　
貫
同
　
　
佐
々
木
文
雄
同
　
　
伊
井
智
昭

同
　
　
村
上
耕
二
同
　
　
祖
父
江
　
照
道
同
　
　
調
　
　
　
　
　
紀
同
　
　
武
田
字
配

財
務
局
長
川
　
井
　
匡
　
俊
社
会
局
長
同
和
推
進
福
　
田
　
泰
　
道
事
務
局
長
蕨
京
王
賄
成
　
田
　
有
　
恒
総
長
公
室
長
山
　
田
　
瑞
　
祥
輌
幽
局
三
三
蓮
　
池
　
瑞
　
旭
出
版
室
長
松
　
浦
　
行
　
真

東
京
都
港
区
芝
二
一
五
－
二
〒
鵬
　
〇
三
（
三
四
五
四
）
五
四
一
一

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
門
前
町
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一

京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
常
葉
町
七
五
四
〒
㎝
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一

京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
1
八
〒
備
　
〇
七
五
（
五
二
五
）
二
二
〇
〇
（
東
京
事
務
所
）
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四
〒
鵬
　
〇
三
（
三
四
三
六
）
三
三
五
一

一6一
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全 仏 1991年1月1日

日
蓮
宗
宗
務
院

総
本
山
金
剛
峯
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
O
臨
済
宗
妙
心
寺
派

天
台
宗
務
庁

高
野
山
真
言
宗
宗
務
所

宗
務
本
所

管
　
　
長
岩
　
間
　
日
　
勇

宗
務
総
長
伊
　
藤
　
通
　
明
宗
務
副
総
長
佐
藤
　
光
春

髄
　
駐
竹
内
門
門
繍
輪
総
嚴
徳
　
富
　
義
　
孝

管
　
　
長
春
見
文
勝

宗
務
総
長
多
　
紀
　
頴
　
信

蠕
画
部
飴
岩
　
間
　
湛
　
正

繍
務
盆
踊
新
　
居
　
祐
　
政

宗
務
総
長
小
　
倉
　
宗
　
徳

鯵
務
部
購
山
本
尭
俊

庶
務
部
長
二
　
宮
　
將
　
泰
財
務
部
長
田
．
中
　
恵
　
康

猟
学
部
賄
資
延
敏
雄
鰍
務
部
節
中
　
山
　
弘
　
之

総
務
部
長
和
　
久
　
弘
　
昭

一
関
部
麟
吉
　
田
　
正
　
賢

教
務
部
長
石
　
井
　
隆
　
教
瀬
道
場
石
川
浩
徳
獺
獄
酷
躁
石
　
川
　
教
　
張
参
　
　
与
岡
　
部
法
　
順
参
　
　
与
白
　
部
健
　
順
細
聞
腱
撫
菊
池
泰
瑞

灘
会
部
蹄
山
　
岸
　
榮
　
岳
蝋
林
部
厨
楠
　
公
延
同
和
局
長
近
　
藤
　
覚
　
玄
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
山
＝
二
二
〒
㎜
覗
　
〇
七
三
六
（
五
六
）
二
〇
一
一
高
野
山
東
京
別
院
　
主
　
管
　
　
壽
山
良
知

教
学
部
長
馬
　
場
　
宗
　
信
財
務
部
長
本
　
多
　
道
　
一
糀
綱
飴
木
　
村
　
潮
　
音
法
務
部
長
澁
　
谷
　
厚
保

鯵
学
部
脇
山
田
能
裕
三
会
灘
高
松
義
寛
総
務
室
長
師
　
田
　
賢
　
説

高
野
山
弘
法
大
師
奉
賛
会

東
京
都
大
田
区
池
上
一
－
三
二
i
一
五
〒
燭
　
〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
一
F
A
X
　
O
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六

　
東
京
事
務
所
長
　
富
家
海
面
　
●
東
京
都
港
区
高
輪
三
一
一
五
－
一
八
〒
鵬
　
〇
三
（
三
四
四
一
）
三
三
三
八

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
〒
鵬
　
〇
七
五
（
四
六
三
）
＝
二
二
一

大
津
市
坂
本
四
丁
目
六
番
二
号
〒
珈
覗
　
〇
七
七
五
（
七
九
）
○
〇
二
二
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仏全1991年1月1日

念
法
真
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺
燈
　
　
主
小
倉
籔
　
現
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
－
四
－
二
二
〒
鵬
　
〇
六
（
九
一
一
）
二
一
〇
一

総
本
山
仁
和
寺
真
言
宗
御
室
派
罰
　
甜
松
村
祐
澄
繍
酷
総
嚴
田
中
純
慮
繍
務
部
蹄
不
　
破
　
光
　
順
撚
学
部
厨
福
島
　
智
　
秀
騰
務
三
三
堀
　
川
　
和
　
海
華
務
長
手
　
千
千
　
俊
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
〒
㎝
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
＝
五
五
F
A
X
O
七
五
（
四
六
四
）
四
〇
七
〇

信
　
貴
　
山
　
真
　
言
　
宗
総
本
山
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
管
　
　
長
鈴
木
　
鳳
　
永
前
管
長
野
　
澤
　
密
　
厳
宗
務
長
田
　
中
　
真
　
瑞
庶
務
部
長
鈴
　
木
　
貴
　
晶
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
信
貴
山
　
　
．
　
　
　
　
　
二
二
入
○
一
一
〒
鰯
　
〇
七
四
五
（
七
二
）
二
二
七
七

真
言
宗
善
通
寺
派
宗
務
庁
総
本
山
善
通
寺
潴
　
銀
蓮
生
善
隆
鵜
讃
総
嚴
加
　
藤
　
勝
　
真
香
川
県
善
通
寺
市
善
通
寺
町
　
　
　
　
　
　
　
　
三
－
三
－
一
〒
窃
　
○
八
七
七
（
六
二
）
〇
一
一
一

孝
道
教
団
統
　
　
理
岡
　
野
　
正
　
貫
副
一
理
岡
　
野
　
郡
　
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
物
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一
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1991年1月1日仏全

真
言
律
宗
　
総
本
山
　
西
　
大
　
寺
管
　
　
長
松
本
實
道
縣
撫
部
畑
谷
　
口
　
光
　
明
教
学
部
長
佐
伯
龍
幸
庶
務
部
長
大
矢
實
　
圓
奈
良
市
西
大
寺
芝
町
一
丁
目
一
－
五
〒
㎝
　
〇
七
四
二
（
四
五
）
四
七
〇
〇

臨
済
宗
東
福
寺
派
宗
務
本
院
管
　
　
長
安
田
　
天
　
山
宗
務
総
長
岡
　
平
　
篤
　
道
法
務
部
長
平
．
住
　
法
　
洲
鰍
群
繍
嚴
青
　
木
　
謙
　
整
財
務
部
長
中
　
山
　
義
　
豊
京
都
市
東
山
区
本
町
一
五
〒
晒
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
五
二
〇
七

新
潟
県
仏
教
会
会
　
　
長
中
村
啓
　
識
副
会
長
田
　
宮
　
黎
　
友
　
同
　
　
今
湊
良
敬
　
同
　
　
春
　
日
　
浩
三
　
同
　
　
中
島
裕
幸
　
同
　
　
山
崎
全
　
昭
長
岡
市
上
田
町
ニ
ー
二
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
聖
寺
内
〒
脚
　
〇
二
五
八
（
三
三
）
一
五
八
六

茨
城
県
仏
教
会
会
　
　
長
中
　
村
　
純
　
崇
　
　
　
　
　
他
事
務
局
一
同
茨
城
県
水
戸
市
元
吉
田
町
六
八
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薬
王
院
内
〒
鋤
　
〇
二
九
二
（
四
七
）
六
二
六
六

千
葉
県
仏
教
三
会
　
　
長
長
　
瀬
　
日
　
還
理
事
長
山
　
田
　
勝
義
千
葉
県
市
川
市
中
山
ニ
ー
十
－
一
　
大
本
山
　
法
　
華
　
経
　
寺
　
内
〒
躍
　
〇
四
三
四
（
三
四
）
三
四
三
＝
一

愛
知
県
仏
教
二
会
　
　
長
瀬
　
辺
　
淳
　
信
副
会
長
牧
　
　
　
忍
教
　
同
　
　
江
　
川
　
辰
　
三
　
同
　
　
岩
　
田
　
文
有
名
古
屋
市
東
区
東
桜
　
　
ニ
ー
一
六
－
五
一
　
梅
屋
寺
内
〒
姐
　
〇
五
二
（
九
三
一
）
八
一
二
四
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仏全1991年1月1日

京
都
府
仏
教
連
合
会
理
事
長
寺
本
哲
榮
　
　
　
　
　
局
　
内
　
一
　
同
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
恩
院
内
〒
備
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
二
一
＝

神
奈
川
野
仏
教
会
会
　
　
長
福
　
永
　
隆
　
昭
副
会
長
小
　
崎
　
竜
　
雄
　
同
　
　
横
　
山
開
　
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
同
　
　
柳
　
下
　
隆
　
侃
　
同
　
　
大
井
　
重
　
忠
事
務
局
長
本
　
間
　
孝
　
康
横
浜
市
中
区
大
平
町
九
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
有
寺
内
〒
蹴
　
〇
四
五
（
六
六
一
）
〇
一
六
六

静
岡
県
仏
教
隔
世
　
　
長
猪
俣
顕
忠
副
会
長
伊
　
村
　
隆
　
恵
　
同
　
　
伊
藤
義
昭
　
同
　
　
石
　
上
博
貫
　
同
　
　
長
谷
川
義
雄
事
務
局
長
鈴
　
木
　
智
　
竜
浜
松
市
松
島
町
三
五
〇
　
心
墨
寺
内
〒
魏
　
〇
五
三
（
四
二
五
）
一
二
四
五

兵
庫
県
仏
教
会
会
　
　
長
小
　
西
　
日
　
静
副
会
長
大
　
谷
　
昭
　
世
　
同
　
　
高
見
寛
康
事
務
局
長
圓
　
成
　
淳
　
龍
神
戸
市
兵
庫
区
松
本
通
三
－
一
一
四
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
法
華
寺
内
〒
鯉
　
〇
七
八
（
五
一
二
）
一
六
六
八

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
名
誉
総
裁
春
　
見
　
文
　
勝
話
本
櫛
竺
繍
田
購
纏
　
　
　
　
　
役
員
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
－
二
四
－
　
　
　
　
　
　
五
三
　
祐
天
寺
内
〒
塒
　
〇
三
（
三
七
一
一
）
七
六
〇
八

全
日
本
仏
教
青
年
会
理
事
長
佐
藤
功
岳
横
浜
市
中
区
大
平
町
九
四
　
　
　
　
　
　
　
　
大
円
寺
内
〒
別
　
〇
四
五
（
六
四
一
）
四
九
三
三
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1991年1月1日仏全

曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
貫
　
　
首
梅
　
田
　
信
隆
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
二
一
一
－
一
〒
鋤
　
〇
四
五
（
五
八
一
）
六
〇
二
一

日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
法
．
　
主
岩
　
間
　
日
　
勇
総
　
　
務
藤
井
教
雄
　
　
外
山
務
員
一
同
山
梨
県
身
延
町
身
延
三
五
六
七
〒
姻
鵬
　
〇
五
五
六
六
（
二
）
一
〇
一
一
㈹

大
雄
山
最
乗
寺
山
　
　
主
余
語
翠
巌
紀
　
　
綱
阿
　
部
顕
　
瑞
副
　
　
寺
豊
島
健
生
　
　
　
　
　
外
役
寮
一
同
神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
町
一
一
五
七
〒
勘
覗
　
〇
四
六
五
（
七
四
）
＝
二
二
一

築
地
本
願
寺
強
兄
出
張
所
麟
篁
　
　
　
昭
　
観
東
京
都
中
央
区
築
地
三
－
十
五
一
一
〒
脳
　
〇
三
（
三
五
四
一
）
一
＝
二
一
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仏全1991年1月1日

黄
漿
宗
務
本
院
宇
治
市
五
ヶ
庄
三
番
割
三
四
〒
㎝
　
〇
七
七
四
（
三
二
）
三
九
〇
〇

新
義
真
言
宗
管
　
　
長
広
　
沢
　
純
　
孝
宗
務
総
長
星
　
　
　
慶
　
岳
東
京
都
文
京
区
湯
島
四
－
六
－
一
二
〒
囎
湯
頸
多
頚
野
饗
産

愛
媛
県
佛
教
会
会
　
　
長
海
　
頭
　
廣
　
文
副
会
長
村
　
中
　
戌
　
信
　
　
同
　
　
中
村
　
在
康
監
　
　
寸
寸
　
川
　
俊
　
宏
　
同
　
　
河
　
野
　
晃
　
照
事
務
局
長
水
　
崎
　
章
　
元
会
　
　
計
松
本
信
見
　
　
　
　
　
役
員
　
一
　
同
松
山
市
石
手
ニ
ー
九
⊥
二
　
　
　
　
　
　
　
　
地
蔵
院
内
〒
㎜
　
○
八
九
九
（
七
七
）
〇
七
六
六

社
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
名
誉
会
長
　
一
　
条
　
智
　
光
会
　
　
長
山
　
本
　
　
　
杉
理
事
長
友
　
廣
　
　
　
和
専
務
理
事
島
　
田
　
喜
久
子
事
務
局
長
林
　
　
　
恵
智
子
事
務
局
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ー
一
－
一
　
　
　
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
〒
珊
　
〇
三
（
三
九
一
〇
）
一
二
八
九

真
言
宗
中
山
寺
派
大
本
山
中
　
山
　
寺
兵
庫
県
宝
塚
市
中
山
寺
ニ
ー
十
一
－
一
〒
臨
　
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
五
一
七

真
言
宗
須
磨
寺
派
大
本
山
須
磨
寺
管
　
　
長
小
　
池
　
義
　
人
神
戸
市
須
磨
区
須
磨
寺
町
四
一
六
－
八
〒
鯉
　
〇
七
八
（
七
三
一
）
〇
四
一
六

滋
賀
県
仏
教
会
会
　
　
長
鷲
尾
　
隆
　
輝
大
津
市
札
の
三
四
－
二
六
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
近
松
別
院
内
〒
枷
　
〇
七
七
五
（
二
六
）
四
九
五
九
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真
言
宗
豊
山
派
総
本
山
長
谷
寺

真
言
宗
智
山
派
大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

福
岡
県
仏
教
連
合
会
会
　
　
長
黒
　
田
　
英
　
之
北
九
州
市
小
倉
北
区
三
萩
野
　
　
　
ニ
ー
八
－
二
一
二
　
西
蓮
寺
内
〒
蹴
　
〇
九
三
（
九
二
一
）
四
五
七
六

化
　
　
雪
中
　
川
　
祐
　
俊

貫
　
　
首
高
橋
　
隆
　
天

財
団
法
人
日
本
佛
教
鐙
仰
会

事
務
長
田
　
中
　
量
　
賢

理
事
長
中
山
静
麿

教
務
執
事
佐
　
藤
　
智
　
山

総
　
　
務
馬
　
本
　
克
美

西
新
井
大
師

東
京
都
港
区
赤
坂
ニ
ー
八
一
一
五
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
三
〒
斯
　
〇
三
（
三
五
八
四
）
九
三
二
〇

イ

真
理
舎

財
務
執
事
岩
　
田
　
秀
　
孝
総
務
執
事
蓮
　
　
　
俊
孝

院
　
　
代
原
　
　
　
隆
　
　

総
　
　
　
持
　
　
　
寺

主
　
　
管
友
松
諦
道
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
一
四
－
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
寺
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
八
三
〒
m
　
O
三
（
三
二
五
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
四
二

執
　
　
事
野
　
澤
隆
　
幸

日
光
山
輪
王
寺

法
務
執
事
林
　
　
　
亮
　
弘

門
　
　
跡
荻
原
　
貞
興
執
事
長
菅
原
　
栄
光

鰍
京
出
張
藤
田
　
鳴
　
信
　
雄

常
　
　
務
小
林
　
俊
　
一

栃
木
県
日
光
市
山
内
二
三
〇
〇
番
地
〒
鋤
畷
　
〇
二
八
八
（
五
四
）
〇
五
＝
二

大
本
山
高
尾
山
薬
王
院

奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
七
三
一
一
一
〒
鵬
覗
　
〇
七
四
四
四
（
七
）
七
〇
〇
一

川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
一
四
入
〒
㎜
　
〇
四
四
（
二
六
六
）
三
四
二
〇

東
京
都
足
立
区
西
新
井
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一
五
－
一
〒
鵬
　
〇
三
（
三
八
九
〇
）
二
三
四
五

貫
　
　
主
山
本
秀
順

東
京
都
八
王
子
市
高
尾
町
二
一
七
七
〒
塒
　
〇
四
二
六
（
六
一
）
＝
一
五
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と

　
新
土
地
保
有
税
の
導
入
に
あ
た
り
、
そ
の
基
本
理

念
が
「
一
律
に
広
く
薄
く
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
公

益
法
人
（
宗
教
法
人
）
へ
の
不
当
な
影
響
が
あ
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
た
。
し
か
し
ご
承
知
の
通
り
、
私
共

仏
教
界
に
は
、
ほ
と
ん
ど
心
配
す
る
必
要
の
な
い
形

で
決
着
し
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
問
題
の
顛
末

を
報
告
し
た
い
。

　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
新
土
地
保
有
税
の
導
入
は
、
昭
和
六
十
二
年
ご
ろ

か
ら
東
京
二
十
三
区
内
で
始
ま
っ
た
、
国
民
所
得
の

上
昇
と
並
行
し
な
い
土
地
価
格
の
騰
貴
に
よ
っ
て
、

資
産
・
所
得
・
消
費
の
公
正
・
公
平
の
原
則
が
崩

れ
、
所
謂
「
土
地
神
話
」
が
出
現
し
た
社
会
情
勢
に

対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

土
地
を
投
機
の
対
象
と
さ
せ
な
い
た
め
に
、
「
法

人
」
所
有
の
土
地
を
中
心
と
し
て
こ
れ
に
対
し
、
一

律
に
広
く
薄
く
新
税
を
課
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
立
て
ば
、
公
益

法
人
、
わ
け
て
も
宗
教
法
人
の
所
有
す
る
土
地
も
課

総
務
部
長
川
島
　
宏
之

税
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
。
若
し
、
境
内
地
・
墓
地
が
課
税
の
対

象
と
な
る
と
す
れ
ば
、
寺
院
の
存
続
す
ら
危
う
く
な

る
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
十
月
十
五
日
以
来
、
本
会
は
、
白
川
理
事
長
が
本
年

度
の
理
事
長
を
務
め
る
日
本
宗
教
連
盟
を
通
し
て
各

加
盟
団
体
と
協
調
し
つ
つ
、
文
化
庁
宗
務
課
の
御
指

導
を
仰
ぎ
、
こ
の
難
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の

中
で
最
大
の
問
題
は
、
若
し
実
際
に
宗
教
法
人
保
有

の
土
地
の
「
路
線
価
格
」
に
、
例
え
ば
一
パ
ー
セ
ン

ト
の
課
税
が
な
さ
れ
だ
と
す
る
と
、
ど
の
位
の
課
税

額
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
寺
院
の
運
営

を
危
う
く
す
る
か
、
と
い
う
デ
ー
タ
ー
が
本
会
に
も

日
宗
連
各
団
体
に
も
無
い
こ
と
で
、
こ
の
点
に
つ
い

て
具
体
的
な
デ
ー
タ
ー
を
提
出
し
た
、
同
じ
公
益
法

人
の
学
校
法
人
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
っ
た
。

　
し
か
も
何
ら
か
の
意
志
表
示
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
課
税
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
情
勢
の
中

で
、
別
掲
の
意
志
表
示
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
十
月
三
十
日
、
政
府
税
制
調
査
会
答
申
が
提
出
さ

れ
た
が
、
幸
い
当
方
の
意
向
が
通
じ
て
「
公
益
法
人

等
が
使
用
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
非

課
税
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
あ
っ
た
の

で
、
宗
教
法
人
の
境
内
地
、
墓
地
は
対
象
か
ら
外
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
し
か
し
同
答
申
は
続
け
て
「
し
か
し
な
が
ら
、
公

益
法
人
等
は
、
必
ず
し
も
本
来
の
事
業
目
的
と
関
係

し
な
い
土
地
を
保
有
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
こ
と
か

ら
、
一
定
の
保
有
土
地
に
つ
い
て
は
課
税
対
象
と
す

る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
り
、
具
体
的

に
は
、
収
益
事
業
に
供
し
て
い
る
土
地
が
検
討
課
題

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
次
の
課
題
は
、
政
府
税
調
答
申

を
受
け
て
審
議
が
行
わ
れ
、
政
策
決
定
さ
れ
る
自
由

民
主
党
税
制
調
査
会
の
動
向
、
殊
に
そ
の
場
で
審
議

さ
れ
る
大
蔵
省
原
案
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
十
一
月
八
日
、
日
宗
連
で
は
自
由
民
主
党
文
教
部

会
長
短
生
太
郎
氏
と
会
見
し
、
自
民
党
税
調
の
議
論

の
中
で
万
が
一
に
も
、
宗
教
法
人
が
収
益
事
業
に
供

し
て
い
る
土
地
が
課
税
対
象
と
成
る
こ
と
の
な
い
よ

う
要
望
し
た
。

　
十
二
月
三
日
に
出
さ
れ
た
大
蔵
省
主
税
局
の
土
地

保
有
税
（
仮
称
）
案
に
よ
れ
ば
、
「
非
課
税
と
さ
れ

る
土
地
等
レ
の
項
目
の
中
に
「
社
団
法
人
、
財
団
法

人
、
学
校
法
人
、
宗
教
法
人
、
そ
の
他
法
人
税
法
別
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表
第
二
に
掲
げ
る
公
益
法
人
等
の
保
有
す
る
土
地

（
定
款
等
の
記
載
事
項
以
外
の
事
業
に
供
さ
れ
て
い

る
土
地
や
利
用
計
画
の
な
い
土
地
で
公
益
事
業
目
的

に
関
係
し
な
い
土
地
を
除
く
）
し
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
会
の
目
的
は
大
す
じ
に
お
い
て
達
せ
ら
れ
そ

う
な
情
勢
と
な
っ
た
。

　
但
し
、
問
題
は
残
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
点
は
、

例
え
ば
収
益
事
業
と
し
て
駐
車
場
業
を
行
う
場
合
、

そ
れ
を
宗
教
法
人
規
則
中
の
「
そ
の
他
の
業
務
」
で

処
理
す
る
こ
と
は
認
め
ち
れ
ず
、
駐
車
場
業
を
行
う

旨
、
規
則
に
明
記
す
べ
き
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
履
行
し
て
い
な
い
場
合
は
課
税
対
象
と
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
旨
、
規

則
に
明
記
し
て
い
な
い
宗
教
法
人
は
、
規
則
の
整
備

を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
点
は
、
既
に
長

年
に
わ
た
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
宗
教

法
人
の
中
に
は
、
不
動
産
取
得
税
等
の
非
課
税
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
よ
い
こ
と
に
「
土
地
こ
ろ

が
し
」
を
行
う
、
不
心
得
な
場
合
が
稀
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
狙
い
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
転
換
の
も
と
で
、
日
宗
連
は
、

十
二
月
十
日
、
自
由
民
主
党
本
部
に
於
い
て
同
党
に

対
し
、
別
掲
の
要
望
書
を
提
出
し
、
理
解
と
善
処
を

求
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
税
制
は
、
平
成
四
年
一
月
一
日
よ
り
実
施
さ

れ
る
公
算
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
本
会
と
し
て
も

前
述
の
二
点
に
つ
い
て
、
姿
勢
を
正
す
必
要
が
あ
ろ

う
。　
税
制
の
問
題
は
、
本
会
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で

あ
る
が
、
今
後
と
も
注
意
深
く
対
処
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
今
回
も
痛
感
し
た
次
第
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
（
平
成
二
年
十
二
月
忌
日
記
）

搬
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今
般
の
新
土
地
保
有
税
の
導
入
に
つ
い
て
日
本
宗

教
連
盟
は
、
本
連
盟
に
と
っ
て
喫
緊
事
で
あ
る
と
受

け
と
め
て
重
大
な
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
こ
こ
に
本

連
盟
の
要
望
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　
抑
々
宗
教
法
人
が
本
来
の
活
動
を
行
う
土
地
は
、

土
地
の
資
産
効
果
を
全
く
顧
慮
せ
ず
、
公
益
性
を
基

に
運
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
か
か
る
宗
教
法
人
の
土

地
に
創
設
の
新
税
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

宗
教
法
人
存
続
の
原
点
を
大
き
く
揺
る
が
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
更
に
、
宗
教
法
人
が
収
益
事
業
に
供
し
て
い
る
土

地
は
、
積
極
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
場
合
は
殆

ん
ど
無
く
、
従
っ
て
土
地
へ
の
投
資
効
率
は
極
め
て

低
い
の
が
現
況
で
あ
り
ま
す
。
か
か
る
宗
教
法
人
の

土
地
に
創
設
の
新
税
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
宗
教
法
人
は
、
宗
教
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し

て
積
極
的
な
事
業
を
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
宗
教
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
結
果
を

招
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
宗
教
法
人
と
税
の
関
係
を
慎
重
に
と
主

張
す
る
宗
教
法
人
法
第
八
十
四
条
の
視
点
か
ら
み

て
、
当
新
税
に
関
し
ま
し
て
、
慎
重
に
取
り
扱
っ

て
下
さ
い
ま
す
よ
う
要
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
平
成
二
年
十
二
月
十
日

財
　
団
　
法
　
人
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本
会
の
常
務
理
事
会
が
、
十
二
月
五
日
午
後
二
時

か
ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
議
長
に
白
川
良
純
理
事
長
、
議
事
録
署
名
人
に
野

口
善
雄
、
中
恵
念
の
両
師
を
選
ん
で
、
議
事
に
入
っ

た
。　
議
案
第
一
号
「
平
成
三
年
度
予
算
案
の
大
綱
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
川
議
長
よ
り
上
程
。
剛
山
財
務
部
長
が
来
年
度

予
算
案
の
大
綱
を
詳
細
に
説
明
し
た
。
質
疑
応
答
の

後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
工
事

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
白
川
議
長
よ
り
上
程
。
久
米
原
国
際
文
化
部
長

山
本
勝
隆

十
二
月
四
日
、
八
十
歳
で
遷
化

浄
土
宗
西
山
深
草
派
管
長

　　

?
j
9
務
《
局
一
録
肇
　
｛

　
　
　
1
十
二
月
一

　
　
五
日
　
天
台
真
盛
宗
管
長
本
葬
儀
参
列

　
　
　
　
　
局
内
会
議

九
九
年
一
月
一
日
発
行

　
　
　
一
月
号
　
第
三
六
五
号

が
、
現
在
、
ネ
パ
ー
ル
側
の
国
内
事
情
で
、
修
復
工

事
が
一
時
的
に
中
断
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
、
今
後

は
、
①
先
に
調
印
し
た
、
合
意
文
書
の
趣
旨
に
そ
っ

て
事
業
を
進
め
る
、
②
そ
の
た
め
、
早
い
時
期
に
現

地
を
訪
問
し
た
い
、
と
い
う
事
務
局
案
を
説
明
し

た
。　
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
賛
成
の
意
見
表
明
が
行
わ

れ
た
。

　
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
特
に
、
川

島
総
務
部
長
が
、
新
土
地
税
制
の
動
向
と
本
会
の
対

応
に
つ
い
て
、
詳
細
に
説
明
を
行
っ
た
。
（
十
四
頁

参
照
）

○
仏
旗
（
大
）
■
た
て
蜘
㎝
よ
こ
㎜
㎝
四
五
、

○
仏
旗
（
中
）
た
て
9
0
㎝
よ
こ
鵬
㎝
一
七
、

○
腰
回
（
小
）
た
て
7
0
㎝
よ
こ
㎜
㎝
＝
二
、

○
手
旗
　
　
た
て
3
5
㎝
よ
こ
5
0
㎝
　
八
、

○
法
輪
旗
　
　
た
て
9
0
㎝
よ
こ
搦
㎝
一
〇
、

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

お
申
し
込
み
は
全
日
本
仏
教
会
財
務
部

　
　
　
　
　
常
務
理
事
会

　
　
入
日
　
東
京
都
仏
成
道
会
参
列

　
　
十
日
　
基
本
法
総
決
起
集
会
実
行
委
員
会
出
席

　
十
一
～
十
五
日
　
ネ
パ
ー
ル
現
地
調
査

　
十
四
日
　
同
和
委
員
会

　
　
　
　
　
国
際
委
員
会

　
　
　
　
　
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成
道
会
参
列

　
十
五
日
号
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

　
二
十
日
・
日
宗
連
理
事
会
、
懇
親
会

二
十
五
日
　
局
内
会
議

発
行
人
　
石
　
上
　
智
　
康
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
全

日
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…

　
　
　
　
馳
翻
　
　
◎
蝉

　
　
　
　
珍
話
　
　
榊

　
轍
電
　

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四

電
話
〇
三
（
三
四
三
七
）
九
二
七
五
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